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定住人口は2019年10月1日現在人口推計（総務省）、定住人口１人当たり年間消費額は2019年家計調査（総務省）による。
旅行消費額の訪日外国人旅行は訪日外国人消費動向調査（2019年）より算出、国内旅行は旅行・観光消費動向調査（2019年）より算出。
訪日外国人旅行者は日本政府観光局（2019年）発表数値、国内旅行者は旅行・観光消費動向調査（2019年）より算出。
訪日外国人旅行者１人１回当たり消費額は訪日外国人消費動向調査（2019年）、国内旅行者（宿泊/日帰り）１人１回当たり消費額は旅行・観光消費動向調査（2019年）より算出。
定住人口1人減少分に相当する旅行者人数は、定住人口１人当たり年間消費額を訪日外国人旅行者又は国内旅行者１人１回当たり消費額で除したもの。　（※観光庁資料）

観光の意義　　

定住人口1人減少分

減少

外国人旅行者8人分

国内旅行者（宿泊）23人分

国内旅行者（日帰り）75人分

又は

又は

拡大

＋

定住人口＝1億2,617万人
１人当たり年間消費額＝130万円

国内旅行者
（宿泊＋日帰り）

うち宿泊 3億1,162万人
うち日帰 2億7,548万人

１人１回当たり消費額
宿泊       5万5,054円
 日帰り    1万7,334円

訪日外国人旅行者

１人１回当たり旅行支出
15万8,531円

3,188万人 5億8,710万人
　　　　　（延べ人数）

訪日外国人旅行
4.8兆円

国内旅行（海外分除く）
21.9兆円

うち宿泊旅行 17.2兆円
うち日帰り旅行　4.8兆円

旅行消費額

○　人口減少を迎える日本では、「観光は成長戦略の柱、地域活性化の切り札」
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観光

化学製品

自動車

資料：財務省「貿易統計」、観光庁「訪日外国人消費動向調査」に基づき観光庁作成
※カッコ内に記載の品名は、貿易統計における品名を示す。

2019年の訪日外国人旅行消費額

4兆8,135億円
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新たな観光立国推進基本計画について
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観光立国の実現に関する目標について
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新・沖縄21世紀ビジョン（令和４年５月15日）

世界から選ばれる、そして誇りある、持続可能な観光経済と地域社会の実現。

観光の量から質への転換、経済・社会・環境の好循環へ。



社会、経済、環境の三側面において調和が取れた沖縄観光の実現のため「持続可能な観光地域づくりの追求」
に 取り組む。県民、観光客、観光業従事者が、自然、歴史、文化を尊重し それぞれの満足度を高めるとともに 
環境容量の範囲において観光産業の成長と維持を目指すことで 沖縄経済を最適に活性化させる。
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　第６次沖縄県観光振興基本計画



国立沖縄高専　データエンジニアリング×デザイン力
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地方誘客の必要
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 観光庁「地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり」
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11の地域がモデル観光地に
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観光地の再生・高付加価値化のプロセス

コロナ禍で観光需要が激減 旧来型事業モデルの行き詰まり

地方の観光地・産業の疲弊、稼ぐ力（人材や仕組み）の不足

現状・課題

旅
行
者

観光地の再生・高付加価値化

産業

観光体験
の充実

訪問増
消費増

税収増

雇用の安定
所得増

生活環境全般の向上
地域への愛着・誇りの醸成

県民の幸福度向上
観光客受入への理解・協力

適正な　　
対価収受

収益増

住民
観光地域づくり・
観光産業へ参加

担い手
の確保

地域
関係者一体となった
観光資源・滞在環境

の磨き上げ

観光地を核として
地域活性化の
好循環を創出

宿泊業・旅行業
飲食・商工・娯楽・交通等

高付加価値なサ
ービスの提供生
産性の向上

設備投資　
の増加　　　　

労働分配率
の向上等
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目指すべき
今後の
方向性



世界の観光立国＝稼ぐ国（地域）とは
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l （中東諸国等にエネルギー等の輸入を依存することはやむをえないとして）なぜ日本は、フランス、イタリア
、スイスに対し、貿易収支が赤字なのか。

l これら海外の「観光立国」（＝「稼ぐ国」）との違いは、何か。

観光立国＝稼ぐ国（地域）とは

• 我々は、 （旅しないときも）普段から、仏・伊・瑞などの食材・食文化、食器、服飾、宝飾品などを、
買い求め、消費している。

• 対して、これらの国の市民が、日本のライフスタイルを”世界的ブランド“として意識し、普段から日本の
食材等を買い求め、消費しているか？

ü そのライフスタイル、その土地や
人に憧れを持ち

ü 観光をきっかけに、訪れた時も、
訪れていない時もその土地のもの
を普段から繰り返し買い求める

そんな深い関係性を持つロイヤルカス
タマーを創り、世界唯一のプライスレ
スな価値を提供し続ける国（地域）
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単位：兆円

（自動車の部分品）

観光を端緒に域内生産額（付加価値額）を高める

2019年の訪日外国人旅行消費額

4兆8,135億円

（科学光学機器）

資料：財務省「貿易統計」、観光庁「訪日外国人消費動向調査」に基づき観光庁作成
※カッコ内に記載の品名は、貿易統計における品名を示す。

12

分配効果、
波及効果を向上

＋



他産業への分配効果を最大化する
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宿泊日数や滞在時間延長により、地域経済全体を押上げる

14



生産波及効果の拡大＝より太い経済連関を、エリア共通戦略で実現する
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より太い連関より太い連関



 観光消費による好循環シナリオ例　（地域経済分析システム（RESAS））
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観光ＤＸの力
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ＤＸによる潜在需要発掘

18



ＤＸによる潜在需要発掘
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ＤＸによる高付加価値化（ホスピタリティサポート）

20



沖縄振興の成果と課題
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人口動態と入域観光客数

○　沖縄の人口は、約１５０万人に増加する中で、石垣、宮古など首都圏等からの転入超過で人口増。同時に、本島北部や離島に
おいて本島中南部への転出、過疎化が加速（那覇から周辺へのスプロールアウトも発生）。

〇　また、入域観光客数がこの10年で170％へ増加。運転免許を持たない観光客も増加。

市町村別人口の増減（H27～R2） 入域観光客の推移



人口動態の将来見通し
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出典：国勢調査、社会保障・人口問題研究所

人口推移

出典：国勢調査（H27）、社会保障・人口問題研究所（日本の地域別将来推計人口）

人口構成割合

H22をピーク
に減少

全国より遅れてR12をピーク
に沖縄でも人口減少見込み

推計値

生
産

年
齢

2015
年

2045
年

出典：国勢調査

1.6倍増

2.5倍増

1.8倍増

2.2倍増

高齢化の状況

　H12　　　R2　H12　　　R2
　0

　40,000,000

　20,000,000

　10,000,000

　30,000,000

　（人） 　（人）

22,005,152

36,026,632 　8,000,000

　4,000,000

　2,000,000

　6,000,000

　（世帯）　（世帯）

　H12　　　R2 　H12　　　R2

3,032,140

6,716,806

○　そのような中で、沖縄も、他都道府県と同様、高齢化や生産年齢人口の減少が顕著になる見通し。



構造的貧困
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所得水準
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労働生産性
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雇用状況と離職率
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入域観光客数（コロナ禍まで）

1016.4万人
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観光客数、観光収入、総生産額の推移
（2006年度からの増減）

【出典】沖縄県「入域観光客数」、「観光収入」　内閣府「県民経済計算」
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観光収入と域内生産額の乖離



沖縄の発展に観光が重要な役割を果たしていると思うか

【出典】令和元年度沖縄観光に関する県民意識の調査結果報告書(令和2年3月25日公表)
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県民への還元
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域内経済循環



都市と地域社会、産業、観光、交通のリ・デザイン
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交通渋滞　沖縄本島（宜野湾市～中城村）の断面交通量
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34

交通渋滞による損失（生産性の低下）



我々の現代のライフスタイルや価値観は、自身の生活や経済、未来の沖縄を良くしているか。
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l 駐車場の増加、土地の非効率利用
l 宅地造成と核家族化
l 自然環境、伝統的風景やコミュニティの破壊

交通は、生産財として、沖縄の経済、環境、社会の好循環に貢献できているか。
このままでは、むしろ好循環を阻害、悪循環を加速する要因になりえるか。

l 生産性低迷による所得水準の低下
l 所得・可処分所得の圧迫（エネル

ギーコスト増×労働時間短縮）
l 低所得層でも自家用車が必要に
l 子供や大人の学ぶ機会や質の高

い生活を営む権利の喪失
l 貧困層の拡大、貧困の連鎖加速

l 慢性的渋滞の悪化、時間損失

l 公共交通サービスの衰退、運賃上昇

l 自家用車依存、時間損失の更なる拡大

l CO2や大気汚染など環境負荷の増加
l 生活環境の悪化

生活・社会の質の低下 観光の質の低下

l スプロールアウト。まちのビジネス・生活
機能の集積密度低下

l 働ける時間の減少と人手
不足の深刻化

l 生産活動の縮小
l 勤務・居住地の制約
l 移動・輸送コストの増大と

稼いだ富の県外流出増大
（車両、燃料など）

ビジネスの質の低下

l 訪れる価値・魅力の
低下

l 地域文化の喪失
l 遠方への来訪意欲・

可能性の低下
l 実質滞在時間短縮
l 地域内消費の低迷



沖縄の未来価値から、セクター統合的方策、そして「移動」を

36

沖縄のありたい姿
（パブリックインボルブメント）

沖縄に必要なアクション
（ステークホルダーの巻き込み（検討会））

経済 金融 観光

交通 エネルギー 行政

ü インタビューや意見交換会などの対話を通じ、
住民や観光客の潜在意識を掘り起こし。

ü 今の需要ではなく、本当に望む生活や旅行
の姿を問いかけ、その実現に必要な交通の
形を彼ら自身が選択できるよう対話を行う。

ü 経済界や金融機関などを巻き込み、沖縄の社会
課題や企業活動に貢献できる交通の形を議論。

ü 住民や観光客から掘り起こした声も踏まえつつ、
必要なアクションを検討していく。

〇　通勤、送迎、買い物、仕事など、車前提のライフスタイルは深く根付き、戦後の経済成長を支えて
きた。一方で、そのライフスタイルが、生活、社会、経済活動の質を低下させ、心豊かで持続可能な
経済社会づくりを阻害する要因ともなりつつある。

〇　人に会い、モノを運ぶ「移動」は、本来、心豊かで包摂性の高い社会を実現し、１時間・１人あたり
の生産額の高い高付加価値型経済を実現するための大切な生産財の一つ。重要な地域共通資産
。

リ・デザインの2本の柱

（イメージ）

幅広い経済界、住民や観光客、地域のステークホルダーとともに、暮らしや企業活動のあり方、それに貢献す
るまちや移動のあり方を議論し、トータルでのリ・デザインに取り組む。



ステークホルダーの相互理解醸成とバックキャスティングによる統合的戦略
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目の前の欲求、表層的需要

ステークホルダーとありたい姿を共に考え、
幅広く互いの考えを共有する。

渋滞が悪化
空間利用やまちの質の低下
生産性やＱＯＬ向上を阻害

ありたい社会環境・まちの姿
（どのような生活を目指すか）

　ただ、目の前の表層的需要に応えても、ライフスタイルは変わらない、社会は良くならない

自分にとってより便利に
道路も駐車場も増やしてほしい　etc

潜在的欲求、本質的な願い
森や公園の近くで家族で暮らしたい
自分のための時間がほしい
もっと楽しく自在に働きたい　etc

共感・共鳴できる未来社会理念、
皆でつくる我々自身の
心豊かなライフスタイル

全員の「ありたい姿」から、
バックキャスティングで統合的な戦略取組を考える。

必要な統合取組を整理、
必要な社会環境、サービスを整備



「住んで良し」の地域こそ、「訪れて良し」の地域

38

〇　その地域に生まれ、住まう固有の価値を実感し、誇りとして生き方に現すから、訪れる人にかけ
がえのない価値を伝える。

〇　失われつつある沖縄らしさ、沖縄に引き継がれた固有の価値を呼び起こし、現代の形として世界
に現わしていくことが肝要。また、「訪れる人」とも共鳴しあいながら、そのような価値を更に高め、未
来に伝えて行くことが我々の責務。



ü 域内生産額の拡大、住まう人の所得、
雇用及び生活の質を向上

ü 文化、伝統、自然、地域社会など
　　地域に永く引き継がれた価値の持続可
　　能性を高め、未来に継承

地域経営の第１の軸：
「高付加価値化」

（世界の高付加価値旅行者からみた）
来訪・滞在価値（地域ブランド）や
戦略商材の世界的価値創出

宿
泊
・
商
品
単
価
／
域
内
消
費 地域経営の第２の軸：

「ロイヤリティの向上」（地域ファン創出）
経済連関・波及の拡大

入込客数／滞在日数／来訪頻度（関係人口数）など

　顧客のロイヤルカスタマー化と高付加価値化を進め、世界的滞在価値（地域ブランド）を創出。訪問頻度・滞在日
数・消費額を増加させながら、地域産品の高付加価値化や販売力の強化など、地域の商業、交通、工業、農林水産業
などとの連携強化を一体で図り、域内経済循環率を向上させ、経済連関・波及を拡大。結果、域内生産額を向上。

世界から選ばれる、
誇りある持続可能な観光地へ

※観光庁「地方における高付加価値なインバウンド観光地づくりに向けたアクションプラン」、「アフターコロナを見据えた観
光地・観光産業の再生に向けて（アフターコロナ時代における地域活性化と観光産業に関する検討会 最終とりまとめ）
」に基に、内閣府沖縄総合事務局作成。

世界から選ばれる、そして誇りある、持続可能な観光経済と地域社会

地域経営の第３の軸：
地域経済循環率の向上による

投資効率の改善、人材・設備に対する高サイクル投資の加速
「高付加価値化」

い

≪目的・前提≫



40

本日の皆さんで、圧倒的な成功事例づくりをやってみませんか。

心豊かで持続可能な経済、社会、環境の実現(共同的地域経営）

例えば、

ü地域経済を一つのホールディングスや連結事業体として見たてた、地域経営分析、中期経
営戦略をお持ちでしょうか。

ü地域資源・人材の潜在力×ＤＸの力で、業際や競合関係を越えた域内事業の連動性を高
め、バックヤードの協業化など進めるなどにより、単独企業では実現できない生産性の向上
（各社の固定費、変動費、中間管理費などの削減、人材のホスピタリティ領域への再配置
など）が実現できるのでしょうか。

ü高効率な域内経済循環により、地域資源＝成長原資（人材や設備、その他の地域資源）
への持続可能な投資を、データサイエンスに基づき設計・実践することで、地域経済の成長
を実現することができるのではないか。
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　「高付加価値型経済の実現のための原資」つまり、日本経済の低生産性を打開し、大量生産・
消費型経済モデルからの脱却するための素材＝世界の知識層・高付加価値層がプライスレスな価
値を認める普遍的価値や究極の持続可能性を現す素材は、日本の地方部にこそ、色濃く、永く引
き継がれているのではないでしょうか。
　地方こそ、日本型の高付加価値経済モデルをリードできるのではないでしょうか。

例えば、

üＤＸによるバリューチェーンの見える化により、地域の付加価値額を投資効果高く実現して
いくためのエリアディベロップメントのプロセス設計手法、事業性評価手法の開発などを加
速し、より質の高い戦略立論やリアルタイム性の高い事業判断を促すことが可能になるの
ではないか。

ü業種や地域の境界を跨ぎ、狙いを共有する国・地域・企業が連携・協業することで、１つの
地域、企業、金融機関では解決できない課題を克服することができるのではないか。

ü世界の先端手法を参考に、地域素材とDXの力を活かしながら、高付加価値な滞在と商材
を生み、高効率な域内経済循環を設計・実践することで、日本型の高付加価値経済モデ
ルを創出することができるのではないか。

本日の皆さんで、圧倒的な成功事例づくりをやってみませんか。



＜視点①　地域経済の付加価値額向上、

　　環境・社会・経済の好循環＞

ü 　地域の持つ資源を世界的価値へ高める（地域価値をけ

ん引する世界的商材づくりを通じた、強烈な来訪動機の創出、高質なロイヤルカ

スタマーの醸成（ブランディングの確立））

ü 　エリア価値をスパイラルアップさせるための戦略策

定と連動性の高い高効率投資（エリア戦略の策定とこれに基づ

く連携投資の加速と効率的投資回収、戦略開発・マネジメント、金融・人材・地域

の潜在力発揮など）

ü 　その持続可能性が世界からも評価され、経済・環

境・社会の質が高まるサーキュラーシステム仕組みづ

くり（持続可能性を高めるための具体の共通ルールや地域資源への投資循環ス

キームづくり、パブリック・インボルブメントによる機運醸成、参加意識の高揚など）

心豊かで持続可能な経済、社会、環境の実現(共同的地域経営）
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＜視点③　地域経営基盤・インフラの強化、脆弱性の克服＞

ü 交通基盤、都市基盤、ファイナンス、危機管理

ü 人材インフラ

＜視点②　固定費・変動費の削減、

　　生産性の向上、域内経済循環＞

ü 協業化による生産性の向上・高付加価値化・安

定供給の実現と域内経済循環の加速（人材、食材、

建設資材等バックヤードサービス・資材の供給体制の協業化と、再生可能

エネルギー利用など）

ü 観光産業のバリューチェーン改革、富が県外・国

外に逃げない仕組み（域内自給率の向上、外資や海外ＯＴＡ等

と緩やかに共存しつつも、地域側が価格決定力、市場支配力等を持つため

の観光流通改革など）

沖縄経済を一つのホールディングス、連結事業体として見たてた場合における中期経営戦略とは。

×



命や精神を再生し、潜在力を引き出す場　沖縄（Be Okinawa）

特徴　１．　世界有数のブルーゾーン。命と精神を再生する、究極のガストロノミー・ウェルネス。

ü 　サルディーニャ島バルバギア地方と並ぶ、世界的長寿地域（70歳以上の女性長寿の人口が世界で一番多い）。生きがいと神の概念を強く抱
き相互扶助の習慣が残る、平素の生活行為を通じ１日の運動量が多い、抗酸化作用や炎症を抑える効果のある薬草や地域固有の野菜等を
自ら育てる、食事は野菜、大豆が多いなどが特徴。

特徴　３．　暮らしと共にある森と海。世界的生物多様性ホットスポットの中でも、多くの固有種や絶滅危惧種が生息。

ü 　永く育まれた森は、突出した生物多様性を持つ（日本全体の0.1%にも満たない面積（世界自然遺産登録された奄美大島、徳之島、沖縄北部及び西表島）に、日本全体の鳥
類では約半分、在来のカエルのうち約1/4の種を確認）。絶滅危惧種や遺存固有種、独特の進化を遂げた固有種も。

ü 　自然の保全、環境と経済の好循環、持続可能な利用に貢献するアドベンチャーツーリズムは、それらを育んだ精神性や生き方を併せて学
ぶ「スピリチュアルツーリズム（SBNR）」の要素と相まって、固有の世界観と滞在価値を提供。

特徴　２．　国際交易・交流や自然に育まれた、高い精神性（宗教観、死生観）。命の再生・循環の中にある、生き方と風景。

ü 　古くから豊かな海と山に囲まれ、海洋交易に恵まれた各集落には、海と山、全ての生命を一体として捉え、一つの空間から自然の恵みを
受け生かされているという空間設計が見られる。集落の邪気を払い山の神に豊作・豊漁を祈願するシヌグや、海の神を祭る（ウンジャミ・ウ
ンガミ）などの祭祀は、その象徴であり、集落の伝統として受け継がれている。

ü これらの中で残された御嶽や聖域、城群等の遺構、琉球古民家の集落風景、さらに、それら理念を現代に現したアート、民芸、伝統工芸、
無形文化、空手等は、世界的に高い評価を受けている。

世界の中で沖縄のみが提供する、希少で本物の滞在価値（コアバリュー）：　地域に永く引き継がれた固有の精神性、すべての
生命の調和・再生を現す生き方や環境に触れ、生命や身体が持つ力を引き出す。



沖縄から、新たな日本を

• 日本の原点、精神性を永く引き継いできた沖縄にこそ、日本の勝ち筋があります。

• 地域社会から永く引き継いだ精神性や世界観は、祭祀、生活様式、伝統的な集落や風景
、食、民藝などいう形で、そして沢山の愛情や願い、祈りと共に、大事に引き継がれてい
ます。地域と一人一人が持つ潜在力を、ただ引き出すだけです。

• 地域の基幹産業、観光産業、金融などが、共に、脆弱性を克服しながら世界から見た各
地のエリア価値を向上させることで、地域の全員が共栄し、世界で勝つ時代です。地方ー
地方連携で世界とつながり、地方から日本を創る時代です。互いの得意領域、知恵、人
材を重ね、前進しましょう。

• これは、伝統的な価値を大事に守り継いできた地域の皆様と、技術や知恵を持つエンジ
ニア、企業経営者にしかできない役割です。是非皆様のお力をお貸しください。

• ここから、新たな日本、美しく強い日本を一緒に創りましょう。
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